
令和 7 年度の進学体験インタビューは、深

谷大里看護専門学校へ通われている３人の学

生さんにお話を伺いました。今月から毎月 3

人の方のインタビュー記事を掲載します。４

月は木村さん、５月は設楽さん、６月は櫻井

さんの予定です。 

進学の経緯や勉強の進め方、将来の夢はそ

れぞれですが、皆さん力強く今を進まれてい

ます。進学を考えるきっかけになると嬉しく

思います。 

「進学して仕事の幅をひろげる」 

 

木村 潤也氏 
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介護職をきっかけに准看護師から看護師

を目指し、現在訪問看護の経験から社会福 

祉士取得も考え、将来の仕事の幅を広げる

ため、進学を決めた理由を伺います。 

 

 

◎看護師を志した理由 

介護職で働いていた際に職場の人に勧め

られたことがきっかけです。 

高校生の時、別のことがやりたかったん

ですけど、進学は選択肢に入らず、「働けば

いいや」という軽い気持ちで何となく就職

したのが、近くの病院でした。 

働き始めてから、「看護師になれば就職も

困らないし、若いし看護師免許をとったほ

うがいいんじゃない？」という職場の人の

意見もあって、ちょうど働いていた病棟に

来年から准看護師課程に進学する人もいて

一緒に行こうとなりました。 

勤務先には、午前中働いて午後学校に行

くようなモデルになる人達がいました。ま

た、勤務先の病院で勤めていると学費の補

助も受けられ、実習も勤めている病院でで

きる、入学試験面接も病院でうけられるな

ど、優遇されており、迷わず病院の関連して

いる学校で准看護師の資格を取得しました。 

 

 

 

 

左から設楽さん、木村さん、櫻井さん 

 



◎実際の看護の世界はどうでしたか 

整形外科病棟で働きました。「ありがとう

ございました」「お世話になりました」と、

みんなよくなって元気になって帰っていか

れる。いろいろな年齢の患者さんもいて、や

りがいがありました。 

 

◎進学を志した理由 

准看護師の資格を持ち、働いていく中で

１年目から看護師資格を取得した方がいい

と思っていました。必要な実務経験を満た

したらすぐとろうと考え、７年経って入学

しました。 

 

◎仕事と学びの両立で苦労されたこと 

妻も准看護師なので、勉強しなきゃいけ

ないのはわかってくれています。料理とか

家事とか全部やってもらって、協力しても

らっています。 

今、仕事が忙しくて、なかなか勉強の時間

が作れないので、家族に迷惑をかけないよ

うに、自分の睡眠時間を削って、夜中の２時

３時まで勉強しています。最近は、子どもの

寝かしつけで一緒に寝ちゃって、まったく

手が付けられなかった月もあるんですけど、

今月は頑張ります。 

 

◎想像していた学生生活との違い 

想像より大変。全然思っていたより大変

でした。少し息抜きの時間を作りながら勉

強を進めたりして・・・大変ですけど。 

 

◎モチベーション維持の方法 

まとまった時間で一気に終わらせたいの

で、それ以外の時はゆっくり過ごすのがモ

チベーションを維持する方法です。休みの

日は、課題とか何も考えずに過ごして、ここ

でやろうと決めた日に一気にやる方法です。 

オンとオフみたいに、集中するときとメリ

ハリつけて、ということです。 

 

◎どんな看護師になりたいですか？ 

今は訪問看護ステーションで働いている

ので、看護師免許をとって、3 年くらいした

ら違う資格取得を目指したいと考えていま

す。病院で働いていると、介護保険等の知識

を得る機会が少なかったように感じます。 

訪問看護ステーションでは、看護師以外

の仕事もあり、社会福祉士など社会資源の

活用や介護分野にも詳しくなりたいと思っ

ています。 

 

◎進学しようとしている人へ、メッセージ 

准看護師課程を卒業して７年経過すると、

学校で学んだことを忘れていることが多い

です。深谷大里看護専門学校に入って学ぶ

なかで、こうだったなと思い出せることも

あります。看護をする上ではアセスメント

が大切なので、知識もつくし、大変ですけど

勉強になるので、ぜひ看護師課程の進学を

お勧めします。仕事の幅が広がり、給料もあ

がりますので、看護師資格を取った方がい

いと思います。 

 


